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富 士  萬

(羽 田祥―氏所蔵 )

明治 2年 12月 1日 東京にて 32歳

富士萬の蔵書

(羽 田祥―氏所蔵 )

誉
ヽ
ぬ
ま
づ

草
芥
の
国
学

一昌

幕
末
維
新
期
に
は
全
国
的
に
庶
民
の
中
か

ら
も
国
事
に
奔
走
す
る
志
士
が
輩
出
し
た
。

沼
津
市
域
に
は
駿
東
赤
心
隊
を
結
成
し
た
神

官
た
ち
を
除
き
あ
ま
り
顕
著
な
事
例
は
み
ら

れ
な

い
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
人
物
は
、
志

士
的
心
情
を
持

っ
た
卓
芥
の
国
学
者
で
あ
る
。

富
士
萬
こ
と
羽
田
直
秀

（清
助

・
直
孝

・

真
人
）
は
、
伊
豆
国
君
沢
郡
三
津
村
の
豪
商

羽
国
家
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
直
臣

・
父
直
之

も
竹
村
茂
雄
門
下
の
歌
人

・
国
学
者
で
あ
り

自
身
も
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
平
田
篤
胤

の
没
後
門
人
と
な
り
、
平
田
鉄
胤
に
師
事
し

た
。
篤
胤
の
遺
稿

『古
史
伝
』
上
本
の
資
金

協
力
を
し
た
り
、
赤
報
隊
に
も
参
加
し
た
志

■
三
浦
秀
波
と
交
際
し
て
も
い
る
。
明
治
二

年

（
一
人
六
九
）
に
は
駿
河
国
富
士
郡
大
宮

郷

（
現
富
士
宮
市
）
の
富
士
本
宮
浅
間
神
社

別
当
宝
帳
院
見
晃

（大
神
主
富
士
神

一
郎
）

の
養
子
と
な
り
、
富
士
萬
と
改
名
、
神
官
と

し
て
神
道
の
普
及
に
尽
く
し
た
。
し
か
し
晩

年
は
世
に
出
る
こ
と
な
く
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
六
十
七
歳
で
没
し
た
。

〈参
考
文
献
〉

『沼
津
の
国
学
』
、
『沼
津
市

博
物
館
紀
要
』
１３

士者
漫
史
占

高8
灘
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石橋好一訳『催操書』より

シ
リ
ー
ズ

ナ

丁
焦

７

１

１

タ

・一　
九
，
身
、
う
ｔ

こヽ
　
凛

，

‘
　
エ
ノら

リ

豪
一ヽふ
７
１
シ
■
薇
表
露
）シ
ー
，

ユ

な
２
イ
屁
′
ｋ

く

一
ニ

ル
ζ

ｌ

ル
タ

ニ
　
・わ
，
‘
フ
員
へや
ン
ヘ

Ｌ
　
疵
Ｆ
ノ

平
　
土
ブ

沼
津
兵
学
校
お
よ
び
同
附
属
小
学
校

は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
明
治

政
府
に
よ
る
学
制
頒
布
以
前
に
お
い
て

体
育

（体
操
）
を
学
科
目
の
中
に
正
規

に
位
置
づ
け
た
最
初
の
学
校
で
あ
り
、

体
育
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「徳
川
家
兵
学
校
附
属
小
学
校
掟
書
」

に
よ
れ
ば
、
素
読

・
手
習

・
算
術
な
ど

と
並
ん
で
体
操

・
剣
術

・
乗
馬

・
水
練

が
学
科
に
置
か
れ
て
お
り
、
「体
操
は
休

日
を
除
く
の
外
日
に

一
小
時
演
習
い
た

し
身
体
の
強
壮
を
養
ひ
口∫
申
」
と
条
文

に
も
謳
わ
れ
て
い
た
。
水
練
は
毎
夏
土

用
中
に
実
施
し
、
剣
術

・
乗
馬
は
体
操

の
間
に
行
う
と
さ
れ
て
い
た
。

「
沼
津
御
役
人
附
」
（
明
治
二
年
）
に

は
、
附
属
小
学
校
の
体
操
教
授
方
と
し

て
別
所
貫

一
・
福
島
邦
太
郎

（惟
成
）
、

体
操
教
授
方
手
伝
と
し
て
苅
谷
忠

三

（祐
之
）
・
岡
島
小
太
郎

・
柳
田
真
八
郎

の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「静
岡
御

役
人
附
」
（
明
治
三
年

）
に
よ
る
と
、

小
学
校
体
操
教
授
方
と
し
て
別
所

・
福

島
、
小
学
校
体
操
世
話
方
と
し
て
苅
谷
・

柳
田

・
岡
島

・
羽
山
勝
次
郎

（
嫁

・
宣

孝
）

。
瀧
野
耕

一
郎

（貞
豊
）
の
名
前

が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
附
属
小
学
校
に

は
Ｉ
～
七
名
の
体
操
専
門
教
師
が
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
兵
学
校
の
ほ
う
は
、
体
操
で

は
な
く

「操
練
」
が
科
目
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
御
役
人
附

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
橋
絢

彦

「
沼
津
兵
学
校
沿
革
」
や
大
野
虎
雄

『沼
津
兵
学
校
と
共
人
材
』
に
よ
る
と
、

兵
学
校
の
ほ
う
に
も

「
体
操
教
師
Ｌ
体

操
方
」
が
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
羽
山

・
本
多
忠
直

（幸
七
郎
Ｙ

山

口
知
重

（朴
郎
）
。
笠
島
重
助

・
下

逸
郎
る
の

名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
詳
し

い
経
歴
は
不
明
で
あ
る

が
、
以
下
わ
か
る
範
囲
で
数
名
の
人
物

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
〈
〉

沼
津
兵
学
校
と
体
育

大鳥圭介訳・沼津学校刊
『仏蘭西歩兵程式』より

沼津兵学校三等教授

平岡芋作

(1歩 兵第七連隊史』より)

沼津兵学校附属小学校体操世話方

]] 山 虫象

(羽 山安栄氏提供 )

[生兵号令司』より

-2-



Vol.6 No4 通巻第24号1991 1 .25 明 治史科館 4信

に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

別
所
貫

一
は
、
表
坊
主
別
所
文
益
の

子
で
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
撒
兵

組
勤
方
を
命
じ
ら
れ
、
三
年
肝
煎
、
四

年
響
導
役
に
進
ん
で
い
る
。
明
治
元
年

に
は
三
十
歳
だ
っ
た
。

福
島
惟
成

（邦
太
郎
）
は
、
撒
兵
勤

方
福
島
為
之
助
の
子
で
、
慶
応
二
年
撒

兵
を
命
じ
ら
れ
、
三
年
伝
習
御
用
、
肝

煎
、
四
年
歩
兵
響
導
役
に
進
ん
で
い
る
。

明
治
元
年
に
は
二
十
七
歳
。
明
治
四
年

兵
学
校
の
兵
部
省
移
管
に
際
し

一
等
軍

曹
に
任
命
さ
れ
た
。

羽
山
嫁

（
勝
次
郎

・
宣
孝
）
は
、
幕

臣
宮
重
丹
後
守
帰
元
の
四
男
に
生
ま
れ

羽
山
半
右
衛
門
の
養
子
に
な

っ
た
人
。

江
原
素
六
と
は
妻
同
志
が
従
姉
妹
の
間

柄
で
あ

っ
た
。
明
治
四
年
陸
軍
少
尉
と

な
り
、
十
年
西
南
戦
争
で
戦
死
し
た
。

本
多
忠
直

（幸
七
郎
）
は
、
外
国
御

用
出
役
、
別
手
組
頭
取
、
歩
兵
差
図
役

頭
取
な
ど
を
歴
任
し
、
慶
応
四
年
に
は

二
十
八
歳
で
歩
兵
頭
で
あ

っ
た
。
江
戸

開
城
に
際
し
て
は
伝
習
士
官
隊
を
卒

い

て
脱
走
し
、
箱
館
五
稜
郭
で
降
伏
す
る

ま
で
官
軍
と
抗
戦
を
続
け
た
。
そ
の
後

静
岡
藩
に
帰
参
し
沼
津
に
赴
任
し
た
ら

し
い
。
明
治
四
年
陸
軍
少
尉
。

（

山
口
知
重

（朴
郎
）
は
、
や
は
り
幕

府
陸
軍
の
士
官
だ
っ
た
ら
し
く
、
本
多

と
と
も
に
伝
習
士
官
隊
の
頭
取
と
し
て

脱
走

・
転
戦
し
た
。
明
治
四
年
陸
軍
少

尉
と
な
り
、
の
ち
文
官
に
転
し
た
。

以
上
紹
介
し
た
人
物
の
経
歴
か
ら
も

わ
か
る
通
り
、
体
操
教
師
は
幕
末
の
段

階
で
洋
式
調
練
を
体
験
し
た
士
官

・
下

‥Ｌ
官
だ
っ
た
。
剣
術

・
乗
馬

・
水
練
な

ど
は
別
に
し
て
、
日
本
に
お
け
る
体
育

（体
操
）
の
受
容
は
、
兵
式
体
嫌

（歩

兵
操
練
）
の
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
式
だ
っ
た
関
係

上
、
沼
津
兵
学
校
の
操
練

・
体
操
も
フ

ラ
ン
ス
陸
軍
系
の
そ
れ
で
あ

っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
沼
津
兵
学
校
に
お
け
る
体
育

の
実
態
を
示
す
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。

以
下
、
兵
学
校
資
業
生
石
橋
絢
彦
の
回

想
を
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
く
。

●
体
操
場
及
練
兵
場

午
後
二
時
頃
課
業
終
れ
ば
銘

々
玄
関
に

置
き
た
る
鉄
砲
を
荷
ひ
書
物
を
包
み
た

る
風
呂
敷
包
を
携

へ
練
兵
場
に
集
る
な

り
此
所
に
は
平
岡
氏
以
下
数
名
の
教
官

銘
々
受
持
の
生
徒
に
教
授
す
始
め
は
木

馬
手
摺
な
ど
よ
り
竹
飛
び
棚
飛
な
ど
種

々
あ
り
棚
飛
ひ
は
図
中
練
字
の
有
方
線

（

を
以
て
割
せ
る
所
の
浬
に
設
け
ら
れ
た

り
棚
飛
芸
の
内
、
棚
の
上
に
仰
向
に
臥

し
首
を
棚
の
外
に
出
し
足
よ
り
上
げ
て

体
を
棚
下
に
落
す
は
馴
る
れ
ば
容
易
な

る
も
神
経
質
の
人
は
好
ま
ぬ
伎
な
り
し

此
外
に
首
振
り
を
始
め
手
足
の
運
動
、

駈
足
等
種
々
あ
り

追
々
生
徒
も
殖
ゑ
教
師
の
引
足
ら
ぬ
様

に
な
り
て
生
徒
中
の
優
秀
の
者
矢
吹
秀

一
、
中
川
将
行
、
吉
田

一
郎
、
大
岡
拘

な
ど
云
ふ
連
中
は
生
徒
に
体
操
を
教
ゆ

る
事
と
な
り
た
り
此
連
中
の
教

へ
方
は

他
の
教
官
よ
り
も
烈
し
く
駈
足
な
ど
は

中

々
長
く
や
ら
さ
れ
る
た
め
随
分
閉
口

し
た
る
人
も
あ
り
た
り

こ
れ
は
附
属
小
学
校
で
は
な
く
兵
学

校
で
の
様
子
ら
し
い
が
、
二
等
教
授
平

岡
芋
作
や
生
徒
の
優
秀
者
も
体
操
を
教

え
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

沼
津
兵
学
校
の
体
育
は
、
御
貸
人
の

派
遣
を
通
し
て
、
福
井

・
徳
島
な
ど
の

他
藩
に
も
影
響
を
与
え
た
。

沼
津
兵
学
校
廃
止
後
、
体
操
教
師
た

ち
も
他
の
教
官
た
ち
と
同
様
、
上
京
し

官
途
に
つ
い
た
。
羽
山

・
本
多
の
よ
う

に
陸
軍
士
官
に
な

っ
た
者
の
ほ
か
、
福

島
惟
成

・
苅
谷
祐
之

・
瀧
野
貞
豊
ら
は

明
治
五
年
に
開
成
学
校
の
体
操
教
師
に

招
か
れ
て
い
る
。
下
逸
郎
は
明
治
七
八

年
頃
工
部
大
学
校
の
体
操
教
師
を
つ
と

め
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
中
央
に
お

い
て
も
体
育
教
師
の
草
分
け
と
し
て
重

宝
が
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
石
橋
好

一
は
、

文
部
省
に
出
仕
し
、
明
治
七
年

（
一
八

七
四
）
に
フ
ラ
ン
ス
人
ベ
ル
ギ

ュ
の
著

書

『体
操
書
』
を
翻
訳

・
出
版
し
た
。

こ
の
本
は
文
部
省
の
学
校
体
育
に
対
す

る
指
導
書
と
な

っ
た
。

〈
参
考
文
献
〉
能
勢
修

一

『
明
治
体
育

史
』
二

九
八

一
年
）、
綿
谷
章

「学
制

以
前
の
体
育
―
福
井
藩
学
校
よ
り
―
」

『金
沢
経
済
大
学
論
集
』
第
１２
巻
第
２

号

（
一
九
七
八
年
）
、
静
岡
県
体
育
史

編
集
委
員
会
編

『静
岡
県
体
育
史
Ｌ

一

九
七
八
年
）
、
勝
又
瑛
逸

「
沼
津
兵
学

校

の
体
育
」

「
沼
津
兵
学
校

の
体
育

（
２
）
」

『沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校

研
究
報
告
』
第
２０
号

．
第
２‐
号

（
一
九

八
五

・
八
六
年
）、
勝
部
真
長
他
編
『勝

海
舟
全
集
　
別
巻

２
』

（
一
九
八
二

年
）
、
小
西
四
郎
監
修

『江
戸
幕
巨
人

名
事
典
』
第
二
巻

・
第
四
巻

（
一
九
九

〇
年
）
、
石
橋
絢
一彦

「
沼
津
兵
学
校
沿

草

（八
）
」

『同
方
会
誌
』
４８

⌒
一
九

一
八
年
）
な
ど
。
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史企
と画
人展
物 ¬L拓
の本
開 で
催 み
に る
つ郷
い土

お
1知

ら|

「
t::FII

欄‐

皿

◎
企
画
展

「拓
本
で
み

ての
歴

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
石
碑
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
事
件
や
事
業
の
記

念
碑
、
人
物
の
顕
彰
碑

・
菓
碑
、
歌
碑

や
句
碑
な
ど
、
そ
の
種
類
は
様

々
で
す

そ
れ
ら
は
郷
上
の
歴
史
や
そ
こ
に
生
き

た
人
び
と
の
営
み
が
刻
み
込
ま
れ
た
も

の
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は

沼
津
市
内
に
残
さ
れ
た
歴
史
的
意
味
を

も
つ
石
碑
に
つ
い
て
、
そ
の
拓
本
を
展

示

・
紹
介
し
ま
す
。

開
期

¨
平
成
２
年
１２
月
”
日
因
～
３
年

２
月
２８
日
的

会
場

¨
４
階
展
示
室

◎
小
学
校
の
社
会
科
授
業
に
当
館
の

所
蔵
資
料
が
活
用
さ
れ
ま
し
た

よ
る
Ｈ
月
Ю
日
い
、
金
岡
小
学
校
６

年
２
組
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
社
会
科
の

学
習
の

一
環
と
し
て
「戦
争
中
の
生
活
」

と
い
う
テ
ー

マ
で
実
物
資
料
を
見
な
が

ら
勉
強
す
る
た
め
に
米
館
し
ま
し
た
こ

日
露
戦
争
や
昭
和
戦
時
期
の
軍
服

・
国

民
暇
、
人
営
祝
の
帳
、
千
人
針
、
慰
間

袋
、
愛
国
婦
人
会
の
た
す
き
、
銃
後
奉

公
会
の
旗
な
ど
を
手
に
し
て
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
っ

◎
当
館
ゆ
か
り
の
学
校

ｏ
会
社
の
年

史
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た

当
館
の
常
設
展
示
テ
ー

マ
で
あ
る
江

原
素
六
や
沼
津
兵
学
校
と
関
係
の
深
い

学
校
と
会
社
に
お
い
て
、
百
年
史
や
九

十
年
史
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
に

際
し
て
は
当
館
で
も
資
料
提
供
な
ど
の

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

「東
京
製
綱
百
年
史
』
は
平
成
元
年

４
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、

沼
津
兵
学
校
教
授
渡
部
温

・山
円
昌
邦
・

赤
松
則
良
ら
が
創
立
し
た
会
社
で
、
兵

学
校
の
人
脈
と
強
い
結
び
付
き
が
あ
り

ま
し
た
。
本
書
は
、
（財
）
日
本
経
営
史

研
究
所
主
催
の
第
七
回

「優
秀
会
社
史

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「高
女

・
西
高
九
十
年
史
』
は
平
成

２
年
Ｈ
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
立

沼
津
西
高
等
学
校
は
、
江
原
素
六
が
顧

間

・
設
立
者
と
し
て
設
立

・
経
営
に
尽

く
し
た
私
立
駿
東
高
等
女
学
校
を
前
身

と
し
て
い
ま
す
。
同
苫
か
ら
は
、
江
原

の
女
ｒ
教
育
に
対
す
る
進
歩
的
な
姿
勢

な
ど
が
何
え
ま
す
．

「静
岡
共
和
女
学
院
百
年
史
』
は
平

成
２
年
Ｈ
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
同

校
は
明
治
Ю
年
に
静
岡
に
設
立
さ
れ
た

ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ス
ク
ー
ル
で
、
同
じ
カ

ナ
ダ

・
メ
ツ
ジ
ス
ト
派
の
信
者
で
あ

っ

た
江
原
素
六
も
同
校
の
評
議
員
を

つ
と

め
た
ほ
か
、
長
女
な

つ
を
入
学
さ
せ
て

も
い
ま
す
。

◎
江
原
素
六
先
生
顕
彰
会
が

「緬
羊

牧
場
跡
」
の
碑
を
建
て
ま
し
た

去
る
１１
月
、
江
原
素
六
先
生
顕
彰
会

の
皆
様
に
よ
り
、
明
治
六
年
頃
移
住
十

族
が
開
設
し
た
緬
羊
の
牧
場
の
跡
地
に

石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、

か
つ
て
そ
の
周
辺
に
百
軒
以
上
の
旧
幕

臣
土
着
士
族
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
東

沢
田
字
笹
見
窪
の
畑
の

一
角
で
す
。
近

く
に
は
第
２０
号
に
写
真
を
掲
載
し
た
よ

う
に
土
塁
も
残
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の

面
影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
２４
号

獅
碑
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
記
　
１

８
〇
五
五
九
０
三
二
二
五

|

企 画 展 風 景

館嘱託堤健二より戦時中
の体験談を聞 く
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